
これらの事からも上記の水平の E きの，水液上昇の園滑性が窺えるのではないか左足、われるー先
端部が中間部より 1まさま透債を示し. 高含水量を示す場合に皐位乾燥量に溶存する濠透墜的に有効な

る成分のモ; [ . . -教を第 1表，第 2表で示しfこ。それを見る k一般に先端部の方が濃度は濃〈なってい
るQ これは吸水力の下全吟上への蓮穂的な傾斜を示すものかも知れない。しかし全瞳左して大きな

差がないのは低腫査を躍として殆んε一様に主主透塵的有効物質主水分が行き渡っている事を示す。

マに闘しては膨墜は先端部は中間部に比し非常に低〈なければなちないQ 風が多〈の場合吹き，植4

物がiji0萎を示す 14時頃に先端からおJ萎が起るのは，或はこの関係、を示すのではなレか主恩われる a

モル教ヲ吸水力の関係は伶将来生理費騒的研究が必要である k想 ln。
要するに日費化は中間部が大き〈先端部は中間部に比しf正法透墨で ，

影響するこ主力: 窺える。

街この萱験は野外で行われ然も{ 国睦差は無視して行われTこが，これは誤差としては大しTこ問題に
ならぬ程小さいものであるこ tは他の霊験によって確めTごQ
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山 本爾先生の御研究
! 際下昆虫の綾， IJJ本茂{ 言( 豊岡高校) I1J本義丸( 柏原高校) 閉君の活躍は賓に驚異に債するもの

がある。
山本茂信先生は文部省よち研究費を受け，自ら養父郡建屋村字国Jに試験所を設け，現代田本山林

家の最も苦慮してレる，松F食虫につき，穂、ゆる角度から文字通ち寝食を忘れて研究が進められてい
る， fWち基礎研究の一部は窓真に圏i二膨大な報告物が記録されつ、ある，その一部は昭和23年 3月
但馬生物 2競に費表，同研究の完成を心から我日本の震に草rrるものである。
IJj本義丸先生は昆虫撃者の暗黒面である，幼虫の研究に全力を重きれつ、あち，同君は生態函の

巧妙なるこ左到底同家の及ぱぬ所で誰れをも一驚させすーには置かない，即も昆虫の特徴のー今一つ

スずメガ科の幼虫( 1-3) 新昆虫第 2巻1 .2.3披( 1949)
なお，本誌にもか〈も立沃な凸版が経済的に載せられる日の来るのを，我事J ' f . . のTこめに祈ると共

に舎員諸氏の一唐の御援助を願い度い。
掬筆するに嘗り，問先生の主是々御健康に留意きれ一回も早〈完成きれるこ主を心から御新ちする
芸大第である o ( 稿集子〉
定藤，ー野草雨先生
今度，紳戸市立踊ケE : 高校，安藤保二氏は東京文理大，地質撃教室の皐生として見事難闘を突破
され，上京入墜されfこ，前引績き御専門の貝類の研究に主力を注がれる由。
又神戸市立湊川高校，野草俊作氏は大阪府立新制大事に御築轄，引積き生物事の講義を持fこれ
る。 C編嘉子)
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